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1.赛项名称：第三届全国高职高专日语技能竞赛
第二届全国高职高专日语技能竞赛颁奖片段
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第二届全国高职高专日语技能竞赛团体赛---短剧片段

2.赛项组别：高职组
3.所属产业类型：文化教育大类
4.在现行高职专业目录中的分类（全称）：语言文化，商务日语
5.赛项方案设计团队构成
本赛项方案设计团队由教育部职业院校外语类专业教学指导委员会委员与中国教育国际交流协会领导以及相关团体与企业负责人组成，详见表1。

表1   赛项方案设计团队构成一览表
	姓名
	单位
	年龄
	职称
	职务
	工作任务
	联系方式

	刘黛琳
	国家开放大学
	62
	教授
	教育部职业院校外语教职委主任
	方案设计与实施总指挥
	13701140347
liudl@crtvu.edu.cn

	张学库
	宁波职业技术学院
	59
	教授
	教育部职业院校外语教职委副主任
	方案设计与实施副总指挥
	13616789776
zxk1954@163.com

	牛健
	国家开放大学
	48
	教授
	教育部职业院校外语教职委秘书长
	协助方案设计与实施
	13501086157
niujian@crtvu.edu.cn

	周英华
	宁波职业技术学院
	58
	副教授
	教育部职业院校外语教职委副秘书长
	协助方案设计与实施
	13616786677
zhouyh1955@163.com

	崔风岐
	大连职业技术学院
	56
	副教授
	教育部职业院校外语教职委委员
	协助方案设计与实施
	13352225719
cfqdalian999@sina.com

	林佐平
	中国教育国际交流协会
	56
	
	常务理事、副秘书长
	协助方案设计与实施
	13810533798

Linzuoping@ceaie.edu.cn

	王伟军
	青岛大学
	55
	教授
	原教育部高等学校其他语言类专业教职委秘书长
	协助方案设计与实施
	13153267560
wwj0451@163.com

	王智新
	日中教育文化振兴会
	56
	教授
	理事长
	协助方案设计与实施
	080-3857-7688
zwwalong88@gmail.com

	董唯诚
	日本J.TSET中国事务局
	58
	
	总裁
	赞助竞赛
	dong@yoshitoku-sh.com

	薛豹
	外语教学与研究综合语种分社编委会
	48
	
	主任
	赞助竞赛
	13910338496
Xuebao@fltrp.com

	许小明
	上海新世界教育集团
	46
	
	副总裁
	赞助竞赛
	13817866389

xuxiaoming@neworldonline.org

	闵阅
	高等教育出版社外语与国际汉语事业部高职高专分社
	31
	
	社长
	赞助竞赛
	13910396220

minyue@hep.com.cn

	岩丸阳
	卡西欧（上海）贸易有限公司
	49
	
	副总经理
	赞助竞赛
	

	王华祖
	上海交大出版社
	32
	
	主任
	赞助竞赛
	13816772220

	邵红
	青岛职业技术学院
	51
	副教授
	教育部职业院校外语教职委委员
	协助方案设计与实施
	18953282561
shaohongqd@163.com

	卢海英
	宁波职业技术学院
	37
	讲师
	商务日语专业主任
	协助方案设计与实施
	13516744198
464339918@qq.com


6.赛项目的
为贯彻落实《国家中长期教育改革和发展规划纲要（2010－2020年）》及十八大精神，推动高职高专日语教育教学改革，提高日语人才培养质量，激发广大学生对日语的学习热情和兴趣，为高职高专院校提供教育教学成果展示平台，为日语专业师生提供展示风采机会。从而达到以赛促学、以赛促教、以赛促改的目的。

7.赛项意义与设计原则
（1）赛项意义

作为教育教学活动的日语竞赛，对于推进教学改革和提高教学质量，有着重要的意义。
①巩固和扩大学生在课内所学的知识，拓宽视野，增强表达能力、表现能力和日语运用能力。

②激发学生的求知欲望，提高学习兴趣和协作能力，促进思维能力的发展，培养良好的思维品质、探索精神和创新意识。

③帮助学生养成良好的职业习惯，掌握正确的职业观，促使学校教学与职场岗位更好地衔接。

（2）设计原则

赛项设计原则为职业性、开放性和公正性。赛事中的团体赛项原则上取材于某一职业领域的真实情境或过程，体现职业性；赛场在不影响选手比赛的前提下最大限度向学生和教师开放，进行观摩和交流，体现开放性；竞赛评审专家为非职业院校的本科院校日语专业教授，在某种程度上，体现公正性。

8.赛项方案的特色与创新点
（1）赛项凸显专业特点、职业性和创新性
本赛项紧密结合高职高专教学特点，通过演讲、问答和职业情景剧的方式表现专业特色，融职业性、真实性与趣味性于一体，展示高职院校日语教育教学成果，职业情景剧的出现突破了原有的日语技能竞赛的表现形式。
（2）项目教学与工学结合贯穿整个赛项全过程
除了评审委员会专家外，将由50位教师和百名学生组成的项目团队以“项目教学、工学结合、做中教、做中学”的方式参与赛项设计和执行的全部过程。为完成此项复杂的工程，我们设计了四个工作组（秘书组、外联组、大赛组和会务组），制定了各项的工作方案和时间进度表。
（3）赛项充分体现了校企合作和开放性
本次竞赛将获得中国教育国际交流协会、日中文化教育振兴会等多家国内外友好团体的支持，将得到日本J．TEST中国事务局、卡西欧（上海）贸易有限公司、上海交大出版社、大连理工大学出版社、外语教学与研究出版社等企业和机构的赞助与参与，同时我们凭借“竞赛指南”、开闭幕式、赛场等为企业搭建了宣介平台。
竞赛所使用的个人赛赛场和团体赛赛场同时向参赛队师生、观摩的团体、学校的学生、日方友好人士以及媒体全面开放，达到充分学习与交流的效果。
9.比赛内容与规则

（1）个人赛项

重点考察参赛选手个人的日语表达及应变能力，分为命题演讲与即席回答问题两种类型。命题演讲题目将于决赛前两周由组委会办公室通知各参赛院校（共有2个题目，选手在决赛当天现场抽签决定其参赛演讲题目）。演讲时间不超过3分钟；即席回答问题届时由评审委员会专家直接向参赛选手提问，选手需回答2个问题，评审专家对一个问题最多重复2遍，选手回答时间不超过2分钟。

（2）团体赛项

重点考察参赛选手日语综合运用水平、职业素养和团队协作能力。由参赛院校组织团队用日语表演情景短剧，短剧设计应体现选手专业特点，内容要有职业性、创新性和针对性，原则上应取材于某一职业领域的真实情境或过程，时间为5-10分钟。

10.赛项简介（中、英文对照）

（1）中文

此赛项由教育部职业院校外语类专业教学指导委员会主办、中国教育国际交流协会和宁波职业技术学院承办、（日本国社团法人）日中教育文化振兴会协办，是为了贯彻落实《国家中长期教育改革和发展规划纲要（2010－2020年）》及十八大精神，推动高职高专日语教育教学改革，提高日语人才培养质量而举行的一项重要的全国高职高专日语技能竞赛活动。
竞赛始于2011年10月，2012年10月举办了第二届，2014年5月拟定举办第三届。前二届由教育部高等学校其他语言类专业教学指导委员会主办、中国高等学校其他语言类专业教学委员会和青岛职业技术学院承办。

竞赛由个人（命题演讲与问答）和团体（日语情景剧表演）两个赛项组成。情景剧则需反映某一职业领域的真实情景或过程。参赛队团体得分的10%计入相应参赛选手个人赛项总分。

全国高职高专院校日语相关专业在校生（曾经在日本居住6个月以上者除外）均可报名参赛。有参赛资格的同学可向所在学校自愿提出申请，由参赛学校组队，并以院校为单位报名，个人报名不予受理。个人赛项限报2人，团体赛项3至5人。赛项时间暂定于2014年5月，地点为宁波职业技术学院。

（2）英文
Scheme of the Third National Japanese Language Skills Competition at Higher Vocational College Level

Introduction to the Competition

The competition is sponsored by National Guidance Committee of Ministry of Education in Specialties of Foreign Languages of Vocational Colleges, organized by China Education Association for International Exchange and Ningbo Polytechnic, assisted by The Japan-China Educational and Cultural Organization (Juridical association Japan). It’s an important national Japanese language skills competition at higher vocational college level, with the aim of implementing Outline of the National Program for Long and Medium-Term Educational Development (201 0-2020) and the spirit of the 18th CPC National Congress, promoting Japanese language teaching reform in higher vocational colleges, and improving the quality of talents cultivation in Japanese language.

The competition, which began in October, 2011, was staged on October, 2012 for the second. The third is to be held on October, 2013. The previous two competitions were sponsored by National Guidance Committee of Ministry of Education in Specialties of Other Languages of Universities and Colleges, and organized by China National Guidance Committee in Specialties of Other Languages of Universities and Colleges and Qingdao Technical College.

The competition consists of individual event (prepared speech and Q&A) and team event (Japanese drama show). Drama shows need to reflect the real situation in the field of a profession or a process. 10% of the team scores is included in the total scores of the corresponding individual competitor.
Students of Japanese related majors in higher vocational colleges (except those once lived in Japan for more than 6 months) can participate. Qualified students can apply to the school voluntarily, afterwards organized a team by the school. Only participating schools are entitled to sign up and individual registration will not be accepted. Maximum entries for individual event is two, and three to five people for a team. The competition is tentatively scheduled in May 2014 in Ningbo Polytechnic.
11. 比赛样题

（1）个人演讲样题

十年後の私

   「命の弱さとか格闘する日々」

参赛选手：蔡心怡

所在学校：上海济光职业技术学院

「それでは、オべを始めます、よろしくお願いします。」

そう、私は医者です。今は日本のある病院で外科医として働いています。小さい時、日本のアニメに夢中になって、漫画家になろうと思っていましたが、今は全然違う道を歩んでいます。どうして私は漫画家の夢をあきらめて、医者の道を選んだのでしょうか。話は十年前にさかのぼります。

私はお祖母ちゃん子です。仕事で忙しい両親は、幼い私を祖母のところに預けました。以来ずっとかわいがってもらってきたので、私はおばあちゃんにべったりです。

中学生の時、受験勉強のため、放課後塾に通わなければなりませんでした。おばあちゃんは私の事が心配で、いつも迎えに来てくれました。定時ぴったりにおばあちゃんは校門の前に現れます。ある日、勉強を終えて教室を出ると、空はもう真っ暗になっていました。しかも外は、息が白くなるような真冬の寒さに包まれています。「おばあちゃん、もう帰っちゃっただろうなあ」を思っていると、何といつものところにいつもの笑顔が見えました。

ところが、おばあちゃんといられる時間は長くはありませんでした。私が高1の時、おばあちゃんは心筋梗塞で亡くなりました。病院で息を引き取ったおばあちゃんを見て、命の弱さを知りました。

医者になりたい！一人でも多くの命を救いたい！

そう思って、専門学校卒業してから、私は日本に来ました。10年後の今、やっと医師免許を取りました。10年前、漫画の世界に溶け込んでいた少女が、今ではもう一人前の外科医になったのです。天国のおばあちゃんもきっと喜んでくれているでしょう。

でも、いくら医学が進んだとはいえ、すべての病気が治せるわけではありません。今この時も、聞いたことのない恐ろしい病気が人の命を奪っています。初心を忘れず、これからもがんばって医学の道を進んでいきたいと思っています。

　以上です。　ご清聴ありがとうございました。
（2） 团体情景剧表演样题
新しく赴任してきた課長

参赛学校：大连职业技术学院

事務所

A：あのねぇ、今日日本の本社から新しい課長がいらっしゃるのよ。

B：どうしょう！わたし、日本語下手だし…。ちゃんと日本人の課長とコミュニケーシンできるかなあ。

A：大丈夫よ。

空港

C：もうそろそろ出てくる時間よね。あ、課長。

課長：任さん、元気？

C：おかげさまで、元気です。課長、お荷物をお持ちしましょう。

課長：いや、これはおもいからいいですよ。

C：私は力があるんです。大丈夫ですから。とっとっと…。

事務所

C：皆さん、新しい課長がいらっしゃいました。課長、ご紹介い
たします。こちらは徐さ　んです。こちらは呉さんです。

A：初めまして。徐楠と申します。

B：初めまして。私は呉丹とおもいます。

課長:オモイさん？

A：　…と申します。
B：すみません。呉丹と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

C：すみません。呉さんは日本人の方とあまり話したことがないので、ちょっと緊張してしまったみたいです。

課長：あ、そうですか。ハハハ…、頑張ってくださいよ。

B：はい、頑張ります。

課長：私も自己紹介しないと行けませんね。本社からきたです。中国は初めてなんで、これからよろしくお願いします。

A・B・ C：こちらこそよろしくお願いいたします。

C:課長、どうぞ。

工場見学

事務所

A：はい、岡山電気でございます。いつもお世話になっております。山本でございますね。少々お待ちくださいませ。課長、2番に大連工業の張さんからお電話です。

課長：お電話、替りました。このたび新しく赴任いたしました山
本と申します。今後ともよろしくお願いしたします。はい。じゃ、
さっそくそちらの工場に伺います。任さん、じゃ、一緒に行きま
しょうか。

C：はい

課長：私宛に何か電話があったら、携帯に連絡してください。

A・B：はい、分かりました。行ってらっしゃい。
工場

課長：初めまして。

D：初めまして。

課長：このたび新しく赴任しました山本と申します。よろしくお願いいたします。

D：「やまもとよしゆき」様ですね。大連工業営業部の張と申しま
す。こちらこそどうぞよろしくお願いいたします。

課長：こちらは社員の任です。

C：どうぞよろしくお願いいたします。

D：ことらこそよろしくお願いいたします。それでは、さっそく工場の中をご案内いたします。こちらです。どうぞ。

歓迎会

歓迎会のレストラン

C：課長、今日はお疲れ様でした。

A・B：お疲れ様でした。

課長：いえ、君たちのおかげで第一日目の仕事が無事に終わりました。どうもありがとう。A ・B・ C：いいえ。

C：課長、あのう、実はここの料理、ちょっと辛いんですが…。

課長：大丈夫ですよ。私は辛いものが大好きだから。

B：えっ！？日本人は薄味の料理が好きなんじゃありませんか。

課長：いいえ、私は何でも食べるんですよ。

C：そうそう。「蓼食う虫もすきずき」って言いますよね。

B：あのう、課長は虫も食べられるんですか。

課長：ハハハ…。それは「男女の好み」についていうですよ。

B：恥ずかしい。いい勉強になりました。

C：変なことを言ってすみませんでした。それでは、課長のご挨拶をお願いします。

課長：え～、今日は本当にありがとう。これから君たちと一緒
に頑張って行きましょう。よろしくお願いします。じゃ、乾杯
しましょう。

課長・A・B・C：かんぱ～い！！

12.比赛方式

（1） 参赛人数：本次大赛以院校为单位组队，各参赛队由领队、指导教师和参赛选手组成，不受理个人报名。个人赛项限报2人，团体赛项3至5人。正式报名后，原则上不得变更参赛选手。

（2）参赛规模：本次大赛原则上不超过100支参赛队，仅限境内参赛队，按报名先后顺序排列（以收到的电子邮件时间为准），额满后不再接受报名。
13.比赛时间安排与流程

（1）竞赛地点及场地

个人赛项（命题演讲和问答）：宁波职业技术学院报告厅

团体赛项（日语情景剧表演）：宁波职业技术学院艺术厅  

（2）具体时间安排

表2   赛项日程表（竞赛时间三天，不含报到）
	日期
	时   间
	事   项
	地点

	5月 8日
	8：00—19：00
	各参赛院校报到
	

	
	16：30—18：00
	评审组会议
	

	
	19：30—20：00
	领队会、抽签会
	

	5月9日
	8：30—9：20
	开幕式
	

	
	9：20—10：00
	选手检录、抽签
	

	
	10：00—11：30
	个人赛项决赛
	

	
	
	团体赛项决赛
	

	
	13：00—13：40
	选手检录、抽签
	

	
	13：40—15：10
	个人赛项决赛
	

	
	
	团体赛项决赛
	

	
	15：10—15：20
	中场休息
	

	
	15：20—17：00
	个人赛项决赛
	

	
	15：20—16：10
	团体赛项决赛
	

	5月10日

	8：00—8：40
	选手检录、抽签
	

	
	8：40—10：10
	个人赛项决赛
	

	
	
	团体赛项决赛
	

	
	10：10—10：20
	中场休息
	

	
	10：20—12：10
	个人赛项决赛
	

	
	10：20—11：30
	团体赛项决赛
	

	
	13：00—13：40
	选手检录、抽签
	

	
	13：40—16：00
	个人赛项决赛


	

	
	
	团体赛项决赛
	

	
	16：00—17：30
	专家讲座
	

	5月11日
	8：30—10：30
	颁奖暨闭幕式
	


备注：（1）个人演讲赛项按7分钟/人计算比赛时间；情景剧赛项按12分钟/队计算比赛时间。

（2）抽签会后，决赛顺序可能会发生些微变化。   

14．评分标准制订原则、评分方法、评分细则

（1）评分标准的制订原则

公平、公开、公正；客观地反映选手的日语综合运用技能。

（2）评分方法
团体赛满分100分。个人赛满分90分+10分，其中90分为个人演讲得分；10分为附加分，即该选手参加团体赛得分的10%；未参加团体赛，个人附加分为零。

评委评出的分数总和的平均值为选手最终得分，且精确到小数点后2位数。超时将从该选手或团队最终得分中扣除2分，超时部分不作为评委评分依据。

（3）评分细则
团体竞赛评分标准（满分100分）

①参赛人数符合大赛要求3至5人。（10分）

②发音准确，语言表达流利、无语法错误且贴近生活。（20分）

③主题鲜明，教育意义突出。（20）

④专业特色突出、职业特点显著。（30分）

⑤角色搭配合理，具有协调性和创新性。（20分）

个人竞赛评分标准（满分100分）

①发音准确清晰，声调、语调合乎标准，脱稿演讲。（20分）

②演讲流利，紧扣主题，无语法错误。（20分）

③仪表得体，感情丰富，有感染力。（20分）

④与演讲主题相关问题回答正确，紧扣主题。（15分）

⑤与演讲主题无关问题回答准确，反映灵敏。（15分）

⑥团体竞赛分数的10%。（10分。参赛选手未参加个人赛项得分为零分）

补充说明

①评委要始终持有公平公正的态度，认真为每一位选手打分。

②决赛打分以80.11分为起点，99.99分为终点，小数点后有两位数且不能为零。

③评分表上评委和计分员同时需要签字，得分汇总表上评审委员会主任和计分员需要签字。

④大赛组委会在指定区域设置成绩发布点，每天发布时间为上午中场休息、下午赛前半小时和中场休息、当日比赛结束后15分钟后；团队以6或7个队为一组、个人以10人左右为一组公示于电子屏幕上；成绩公布时监审委员会主任需在最终评分结果表上签字确认。如有异议请于成绩公布后2小时内，直接向大赛监审委员会申请复核。

⑤命题演讲、情景剧表演得分汇总表和各院校最后总得分汇总表（原件）将在决赛结束后提交给大赛组委会。

15.奖项设置

（1）奖项类别

个人赛项设特等奖，取个人成绩前5名。个人和团体赛项分别设一、二、三等奖。获奖比例为一等奖10%、二等奖20%、三等奖30%，其余为优秀奖。优秀指导教师奖将授予本次大赛获得三等奖以上选手的指导教师（1名个人赛项选手或1个团体赛项各限1名指导教师）；优秀组织奖授予参赛总成绩前30%的院校。

（2）奖励形式

为特等奖获得者颁发奖杯、证书和奖品；为团体一等奖颁发奖杯和证书；为一、二、三等奖获得者颁发证书和奖品；为优秀奖颁发证书。
16.技术规范

（1）每位选手的命题演讲时间为3分钟，即席回答问题为2分钟。命题演讲时间不足2分钟或超过3分钟要扣除相应的分数；即席回答问题不足1分钟或者超过2分钟时要扣除相应的分数；情景剧表演时间为5-10分钟，不足5分钟或超过10分钟要扣除相应的分数；无论是命题演讲还是即席回答、情景剧表演，内容不得涉及选手所在学校和本人姓名，否则要扣除相应的分数。
（2）演讲时间，从选手站在讲台上正式进入演讲内容时开始计算。命题演讲时间达到2分30秒时，组委会工作人员按铃一次，提示选手演讲时间还有30秒钟；达到3分钟时按铃两次，提示选手演讲时间到；超过30秒后，连续按铃直至选手停止演讲。即席回答问题达到2分钟时，组委会工作人员按铃两次，提示选手演讲时间到；超过30秒后，连续按铃直至选手停止发言。情景剧表演，从选手站在讲台上发出第一声时开始计算。情景剧表演达到10分钟时，组委会工作人员按铃两次，提示选手时间到；超过30秒后，连续按铃直至选手停止表演。

（3）选手演讲或表演时不允许看任何文字材料。

17.安全保障

为确保竞赛安全顺利进行，我们将大赛组工作又分解成若干部分，赛场工作由下设的计时小组、核分小组、设备小组、现场组和赛场总协调人完成，具体职责如下：
（1）计时组：由1名组长和若干名计时员组成。主要职责如下：

① 记录选手在每个环节的比赛时间；

② 负责选手每个比赛环节到时前的提醒；

③ 及时与赛场总协调人沟通选手超时情况；

④ 其他与比赛计时有关的事宜。

（2）核分组：由1名组长和若干名计分员组成。主要职责如下： 

① 负责收取专家打分并计算出平均分和总分；

② 将选手成绩记录在计分表上，上交统分员；

③ 负责选手总分计算并公布事项；

④ 其他与比赛计分有关的事宜。

（3）设备组：由1名组长和若干名技术人员组成。主要职责如下：

① 负责各比赛场所的电子屏幕显示；

② 备份现场要播放背景音乐、录像等的资料；

③ 保证电脑播放内容与大赛进程一致；

④ 比赛中其他与电脑技术有关的事宜；
⑤ 舞台、灯光、多媒体机等硬件的保障；

⑥ PPT的调试；

⑦ 配合大赛进程，控制调节现场灯光效果，及时排除灯光故障；
⑧ 保证音响设备正常使用，及时排除故障。
（4）赛场总协调人：安排2人，分别负责个人演讲赛场和团体情景剧赛场，其主要职责如下：

① 联系落实到会领导，负责迎送、引位、安排、资料分送等；

② 组织安排来宾接待，组织现场观众；

③ 工作餐及休息室联系安排；

④ 协调决赛选手、领队、评委、工作人员的接待、食宿、交通等事宜。

⑤ 负责与评审委员会主任、计时组组长、核分组组长、设备组组长、现场组组长沟通与竞赛相关事项。

⑥ 及时处理赛场突发事件。

（5）现场组：由1名组长和若干名工作人员组成。主要职责如下：

① 检查落实比赛场地设施、标语、示意图、水牌、名签桌牌等制作和摆放；

② 协助准备选手和剧组所需的道具和评委所需的计分工具等；

③ 其他与决赛后勤保障有关的事宜。
18．企业合作意向

赞助与支持第一、二届全国高职高专日语竞赛的日中文化教育振兴会、日本J.TSET中国事务局、外语教学与研究出版社等企业，在本次赛项开始筹划起，就表示了继续合作的意向。
19．建议使用的比赛器材和技术平台

① 比赛承办单位提供比赛用场地（宁波职业技术学院）、电脑、耳麦、无线话筒、投影仪等设备。

② 演讲题目由评审委员会确定、相关赛场布置、媒体跟踪报道、比赛保障设备等均有承办单位负责，协办单位配合。
20.经费预算与保障方案
竞赛经费主要来源于企业资助。具体预算和保障方案如下：
表3赛项支出预算表  

	开支名称
	费用预算
	金额（元）
	备注

	专家评审费
	16人×2000元/人×2天=64000元
	64000.00
	

	专家组餐费
	工作餐：50元/人/餐×6餐×16人=4800元

迎送桌餐：2000元/桌×3桌=6000元×2餐=12000元
	16800.00
	

	专家组住宿费、交通费
	酒店：400元/人/晚×4晚×16人=25600元

交通费：1500元/人×16人=24000元
	49600.00
	

	车辆使用费
	小车汽油费3000元

租赁大巴1300元/辆/天×2辆×3天=7800元
	10800.00
	100人需租用3辆车

	工作人员餐费
	80人×20元/人/餐×18餐=28800元
	28800.00
	

	矿泉水
	200瓶/天×1.5元/瓶=300元/天×6天=1800元
	1800.00
	每人按2瓶计算

	大赛宣传材料
	纸板材料：100所×2份/所×20元/份=4000元

横幅：4个×200元/个=800元

幕墙：2500元/个×2个=5000元

易拉宝：200元/个×20个=4000元

海报：100元/个×10个=1000元

摄像:3000元

光盘:1000元
	18800.00
	材料装订成册；工艺学院设计会标

	大赛用品
	工作牌：100个×5元/个=500元

选手牌：400个×10元/个=4000元

麦克风：10个×100元/个=1000元
打分表、计算器、笔等：800元
	6300.00
	

	奖品、证书
	个人证书：230人×20元/人=4600元（备用22个）

奖杯：18个×80元/个=1440元（备用5个）

教师证书：170人×20元/人=3400元（备用11个）
奖品费:32000元
	41440.00
	个人特等奖奖品未计算在内

	工作人员补贴
	加班补贴：60人×100元×5天=30000元

话费补贴：40人×50元/人=2000元
	32000.00
	

	机动费用
	20000元
	20000.00
	

	合计
	
	288740.00
	


21.比赛组织与管理
大赛成立第三届全国高职高专日语技能竞赛组织委员会(以下简称组委会)，由竞赛主办方（教育部职业院校外语类专业教学指导委员会）、承办方（中国教育国际交流协会、宁波职业技术学院）、协办单位（日本国社团法人 日中教育文化振兴会）等专家共同组成，负责此次竞赛活动的整体组织领导与沟通协调。组委会下设评审委员会、监审和仲裁委员会以及办公室。组委会办公室设在宁波职业技术学院国际学院。
（1）组织工作规则

选手须知

① 参赛选手须佩带会务组统一发放的参赛牌参加比赛。

② 参赛选手应根据大赛赛程时间安排，凭学生证、身份证到大赛统一地点检录。检录迟到10分钟者视为自动放弃比赛。

③ 每天上、下午比赛前30分钟将统一组织检录完毕的选手进行抽签，选手应按照抽到的序号依次参加比赛。抽签迟到者，只能按余下的签号参赛。

④ 抽签后，参赛选手应提交纸版个人演讲材料8份，并将电子版拷贝在检录处工作人员指定的电脑上。

⑤ 参赛选手应严格遵守赛场纪律，服从指挥，统一进退场。

⑥ 参赛选手统一从前门进入赛场，前一个选手或参赛队进行比赛时，下一个选手或参赛队应在场外指定区域候场，选手因个人原因未能准时参加比赛者，视为自动放弃。

⑦ 本次大赛不设主持人，个人演讲或团体情景剧表演者应自报题目和参赛序号。比赛过程中，选手不能以任何方式透漏其所在院校信息及个人信息。

⑧ 参赛选手在比赛过程中不得擅自离开赛场，如有特殊情况，须请示现场评委。
⑨ 参赛选手在比赛规定时间结束时应立即停止演讲或表演，不得以任何理由超时比赛。
领队、指导教师须知

① 认真学习大赛各项规则，如有不明，务请于领队会上提出。

② 各领队、指导教师要做好本队参赛选手的思想工作。

③ 各领队、指导教师在大赛期间要凭有效证件进出赛场。

④ 服从赛场工作人员指挥，自觉遵守秩序，如有问题，须由领队统一向组委会提出。

⑤ 各领队应按要求准时参加领队会和抽签会，认真领会和落实会议精神，熟悉竞赛流程，协助参赛选手准时参加各项比赛。同时，妥善安排参赛选手的日常生活，保障其人身和财产安全，确保选手遵守大赛各项规定。

⑥ 各领队、指导教师在大赛期间要确保通信畅通。

⑦ 各代表队要发扬团结、协作的精神，树立良好赛风，确保大赛顺利进行。

⑧ 如在比赛过程中出现问题，可依据大赛《申诉和仲裁》管理办法提出申诉。

⑨ 抽签方法：各参赛院校领队须在决赛的前一天晚上7时30分参加领队会，随后参加抽签会，进行两次现场抽签。一次抽签是决定竞赛项目，即大赛第一天，1/2参赛院校进入命题演讲赛项，另1/2院校进入情景剧表演赛项，次日互换；另一次抽签是决定上午或下午参赛。最终出场顺序由选手在每日上下午赛前半个小时自己抽签决定。

评委须知

① 统一佩戴评委工作证，在赛场的指定区域工作和休息。

② 比赛期间须按时到达赛场，保证大赛准时进行。

③ 严格遵守评审细则，确保大赛结果公平、公正。

④ 须坚守岗位，未经评审委员会主任批准不得擅自离岗。

⑤ 比赛期间，不得使用手机等个人通讯工具，不得随意透漏与评判相关的信息。

⑥ 要保持独立工作，并对比赛成绩始终保密。

⑦ 填写评分记录字迹清晰，不得涂改，如有改动须当场在改动处签字，否则无效。

⑧ 如遇突发事件，必须及时向组委会反映，不得擅自做出决定。

（2）申诉和仲裁

① 参赛队对不符合大赛规定的设备、工具、软件，有失公正的评判、奖励，以及对工作人员的违规行为等，均可提出申诉。

② 申诉应由参赛队领队在竞赛结束后2小时内提出，超过时限将不予受理。申诉时，应按照规定的程序由参赛队领队向相应赛项监审委员会递交书面申诉报告。报告应对申诉事件的现象、发生的时间、涉及的人员、申诉依据与理由等进行充分、实事求是的叙述。事实依据不充分、仅凭主观臆断的申诉将不予受理。申诉报告须有申诉的参赛选手、领队签名。

③ 监审和仲裁委员会收到申诉报告后，应根据申诉事由进行审查，6小时内书面通知申诉方，告知申诉处理结果。如受理申诉，要通知申诉方举办听证会的时间和地点；如不受理申诉，要说明理由。

④ 申诉人不得无故拒不接受处理结果，不允许采取过激行为刁难、攻击工作人员，否则视为放弃申诉。

22.筹备工作进度时间表

表4筹备工作进度时间表

	序号
	时间
	工作事项
	负责人
	跟进人

	1
	2013年10月
	设计竞赛方案
	张学库
	周英华 邵红

	2
	2013年11月
	向教育部申报竞赛项目
	刘黛琳
	牛健 周英华

	3
	2013年12月
	向全国高职院校发送竞赛通知
	周英华
	卢海英

	4
	2014年3月
	召开竞赛预备会议

	张学库
	周英华

	5
	2014年5月
	募集竞赛资金完成
	林佐平 
张学库
	卢海英

	6
	2014年4月初
	召开竞赛组委会委员会议
	刘黛琳 
张学库
	周英华 崔风岐

	7
	2014年4月初
	受理竞赛参赛队报名及其咨询
	卢海英
	

	8
	2014年4月初
	启动各个工作组工作
	张学库
	周英华

	8
	2014年4月初
	向评委、赞助商、嘉宾发出邀请函
	卢海英
	

	10
	2014年4月初
	1.召开赛前动员大会

2.印制竞赛各类文件、标识
	张学库
	卢海英

	11
	2014年4月末
	检查各项筹备工作
	张学库
	卢海英


23.筹备工作人员及裁判人员组成建议

建议筹备人员由主办方、承办方、协办方以及赞助企业组成，裁判人员由非职业院校日语界知名的本科院校专家组成。
24.附件
24.1 附件1 抽签方法
24.2 附件2 个人赛项表格
24.3 附件3 团体赛项表格
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